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市政だよ υ 人口の動き 法律相談日

8月1固ま在前月比 11

11 9月20日(木)
人口 58，135+12111 

11 9時30分，."，.15時
男 27，971 + 60 11 

女 30，164+ 61 11 市役所市民相談室

世帯数日，461+川お気軽同う ぞ
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慰問の手紙を見せ合って喜び合うおじいち fんとおばあちゃん

いつまでもしあわせに長生き受

みんなで楽しく
人は誰でもみんな長生きはしたいと考えてい るよ

うですが、といって年はとり たくないと思っていま

す。 かわいいお孫さんにとり固まれて、おじいちゃ

ん、おばあちゃんと慕われている風景は見ていて気

持ちのよいものです。

市は今年も老人福祉行政のーっと して、りつばな

老人ホーム清和国を建て直しております。見晴ら し

のよい鈴田の高台に総工費約 1億?千万円で約2万

2千dの敷地に鉄筋コンクリ ー ト平家建約 1千7百

m2、冷暖房で、2人用の部屋が27部屋あり、 9月完

成予定で工事は順調に進んでおります。 10月中旬に

は新 しいホームにみなさん移転され.老後の楽しい

生活を送られる こと になりま しょう。

敬老の日
-'''''''''''''''''''-''''''''''''''""，/".""""""""""/""""""""，，，//，///' 

9月 15日
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九
月
十
五
日
か
ら

一
週
間
は
老

人
福
祉
週
間
で
す
。

。
ね
た
き
り

老
人
に
見
舞
金

市
は
福
祉
施
策
の
一
つ
と
し
て

ね
た
き
り
老
人
の
慰
謝
と
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
見
舞
金
一

万
円
を
支
給
し
ま
す
。
こ
の
見
舞

金
を
受
け
ら
れ
る
方
は
日
本
国
籍

を
有
し
六
十
五
歳
以
上
で
、
本
市

に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
六
ヵ

月
以
上
ね
た
き
り
の
方
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
医
師
の
診
断

書
を
添
え
、
支
給
申
請
書
を
九
月 敬

老
金
な
ど

五
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
に
提
出

し
て
下
さ
い
。
支
給
申
請
書
、
診

断
書
用
紙
は
民
生
委
員
、
福
祉
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
申
請
さ

れ
た
方
は
再
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

。
七
十
五
歳
以
上

に
敬
老
金

市
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

七
十
五
歳
以
上
の
方
に
次
の
と
お

り
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。

ム
支
給
金
額

七
十
五
歳

t
七
十
九
歳

三

千
円

八
十
歳
l
八
十
九

歳

五

千
円

九

十

歳

以

上

一

一

万

円

ム
支
給
期
間

九
月
十
七
日

l
十
八
日

該
当
さ
れ
る
か
た
に
は
支
給
日

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の

通
知
書
と
印
鑑
を
ど
持
参
の
う
え

指
定
の
場
所
で
お
受
け
取
り
く
だ

支」い。

。
記
今

贈号
真
の

口玉

昨
年
九
月
十
六
日
か
ら
本
年
九

月
十
五
日
ま
で
の
間
に
九
十
歳
に

な
ら
れ
た
か
た
に
は
額
縁
入
り
記

念
写
真
を
贈
呈
し
ま
す
。

。
老
人
作
品
展

開

催

八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
で
募

集
し
た
創
作
品

(手
芸
品
、
工
芸

品
、
書
、
画
)
を
展
示
し
ま
す
。

ム
開
催
期
日

九
月
十
三
日

l
十
七
日

ム
展
示
会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
老
人
福
祉セ

ン
タ
ー
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さ

き

に

預

張

所

コ

す

か
り

ま

し

た

(

た

だ

し

新

城

主

題

区

の

…

一

-
k
k
(老
齢

・
障

方

は
保
険
年
金
課
へ
お
い
で
下

v

i

-

a

p

a

-

-

'

h

害

・
母
子

)

さ

い

〉

!

・

~
イ
一

1
証
書
を
次
の

A
持
参
す
る
も
の

書

一

付

と

お

り

交

付

保

管

証

・
印
か
ん

一

証

一

交

し

ま
す
。

※
な
お
、
国
民
年
金
法
の
改
正
に
…

の

一

一

全

父
付
期
間

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
国
会

三

、z一
一

九
月
三
日

審
議
中
で
す
か
ら
、
ま
だ
福
祉

山

-
U
.
f
し

l
九
月
十
四
年
金
の
引
き
上
げ
額
は
決
定
さ

山
• 

ι・
日

れ

て

お
り
ま
せ
ん
。

も制
H

A
交
付
場
所

決
定
次
第
『
市
政
だ
よ
り
』

で
内

山

福

島

年

金

改

正

法

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
一

課
又
は
各
出

ま

す

o

v

ミ
パ
」
く
ら
荘
)
を

無
料
開
放

六
十
歳
以
上
の
方
に
九
月
十
三

日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
無
料
開

放
し
ま
す
。

。
入

浴

マ
ッ
サ

ー
ジ
の

特
別
奉
仕

マ
浴
場
組
合
で
は
七
十
歳
以
上
の

方
に
入
浴
料
の
無
料
奉
仕
を
し
ま

す
。
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日

ーー
水
と
緑
と
花
に
つ

つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ま
で
一
人

一
回。

マ
第

一
誠
灸
技
師
会
で
は
八
十
歳

以
上
の
か
た
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
半

額
奉
仕
。
た
だ
し
一

人
一
回
だ
け

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

ム
第
一
銭
灸
技
師
会
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

橋
本
舗
灸
療
院

道
上
三
療
院

山
崎
誠
灸
療
院

金
松
誠
灸
療
院

八
幡
町

伊
勢
町

松
並
町

諏
訪
ノ
本

バ
ス
停
前

西
誠
灸
療
院

桜
馬
場

本

田

武

光

竹

松

本

町

※
な
お
老
人
保
健
手
帳
を
持
参
の

上
奉
仕
を
受
け
て
下
さ
い
。

(市

民

憲

立

阜

)
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心身障害者の

りおおむ市政だより(3) 

ーー社会復帰に
親

愛 の手を 切

で

き

ま

り

••• 
毎
年
九
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
「
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

と
し
て
全
国
的
に
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は、

高
度
の
経
済
成

長
に
伴
う
雇
用
機
会
の
増
大
に
よ

り
、
健
常
者
に
対
し
て
は
、
そ
の

就
職
の
機
会
は
確
保
さ
れ
、
今
日

で
は
、
む
し
ろ
よ
り
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
の
選
択
が
問
題
視
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
心

身
障
害
者
の
方
々
に
つ
き
ま
し
て

は
、
な
お
就
職
の
場
の
確
保
す
ら

も
思
う
に
ま
か
せ
な
い
の
が
現
状

で
す
。心

身
障
害
者
の
方
々
に
は
、
職

業
を
通
じ
て
生
活
の
安
定
を
図
る

••• 

手
F
L

守
る

市

こ
と
を
促
し、

あ
わ
せ
て
事
業
主

各
位
の
理
解
あ
る
ご
協
力
に
よ
り

心
身
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
べ

く
職
業
安
定
機
関
を
中
心
に
各
関

係
機
関
を
あ
げ
て、

こ
の
運
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

心
身
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す

る
た
め
、

身

体

障

害

者

雇

用

奨

励

金

制

度

(
月
額
八
千

円

t
一
万
円
の
十
二
ヵ
月
)

及
び

雇

用

促

進

融

資

制

度

又
は

手

当

(二
万
二
千
円

?

二
万
五 民

な

り

千
円
の
十
二
ヵ
月
)
を
受
給
し
な

が
ら
公
共
職
業
訓
練
、
職
場
適
応

訓
練
等
を
経
て、

就
職
を
促
進
す

る
な
ど
、
そ
の
他

通

勤

用

自

動

車

購

入

資

金

制

度

や
自

営
業
開
業
等
の
た
め
の
責

務

保

証

制

度

等
が
あ
り
ま
す
の
で

積
極
的
に
ど
利
用
い
た
だ
き

一
人

で
も
多
く
の
心
身
障
害
者
が
社
会

復
帰
で
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す。

飲 ;合
食 j革
物 J棄
の ;:7
提 j1

ち，、、

l.-

在
~ 

4忠、， ， 

一

会
農
林
大
臣
か
ら
感
謝
状
カ

ん

一

統

計

調

査

で

富

岡

さ

ん

ら

…
山

六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
、

い

農
林
水
産
統
計
調
査
業
務
に
多
内
の
組
合
員
で
次
の
九
名
で
す
。
一

食
中
毒
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
o

同
じ

…
年
に
わ
た
っ
て
寄
与
し
た
功
績
に
八
竹
松
地
区
〉

叩
食
中
毒
で
も
化
学
物
質
に
よ
る
、

一
よ
り
、
乙
の
ほ
ど
九
人
の
方
達
に

富
岡
勝
由
さ
ん
川
竹
安
男
さ
ん
か

ど
存
じ
の
水
俣
病
、
油
症
、
ひ
素

一
農
林
大
臣
感
謝
状
が
苧
り
れ
、
板
八
西
大
村
地
区
〉

ふ
ミ

ル
ク
事
件
等
は
、
季
節
に
は
全

一
谷
九
州
農
政
局
長
崎
統
計
情
報
事

富
永
茂
樹
さ
ん
藤
崎
清
さ
ん
い
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

寸
務
所
大
村
出
張
所
長
か
ら
伝
達
さ

中
島
清
さ
ん
田
中
清
太
郎
さ
ん
川
し
カ
し、

細
菌
性
食
中
毒
は
細

い
れ
ま
し
た
。

野

田

道

一

さ

ん

村

上

友

衛

さ

ん

叩

菌
の
繁
殖
が
活
発
な
夏
季
に
集
中

川

こ

の
名
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
達

中

里

隆

さ

ん

叩

し

て
お
乙
っ
て
い
ま
す
。

品
彊
慣

…
は
市
内
の
竹
松
、
西
大
村
支
所
管

九

特
に
学
校
や
保
育
所
等
の
集
団

F
JJ
i
i
t
-
-1
2
・2
・3
J
J
j
J-
j
i
t
-
-t
i
z
-
-
i
j
i・'if
--
2
2
2
・い
給
食
施
設
ま
た
は
、
運
動
会
、
海

水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
、
敬
老
会
等
の

催
し
で
飲
食
物
を
提
供
す
る
場
合

は、

細
心
の
注
意
が
大
切
で
す
。

乙
の
細
菌
性
食
中
毒

(
夏
の
食

中
毒
)
を
予
防
す
る
た
め
に
は

「
人
」
「
食
品
」
「
場
所
」

の
三
つ
が
最
も
大
切
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の
一
般
家

庭
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

過
去
の
中
毒
例
や
赤
痢
の
発
生
等

す
べ

て
こ
の
三
つ
の
基
本
が
く
ず ま

し
'
よ
，っ。

れ
た
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

ま
づ
、
調
理
盛
付
す
る

「
人
」
の

問
題ω赤

痢
等
の
細
菌
を
も
っ
て
い
な

い
か
。

(
保
菌
者
)

ω手
や
指
ま
た
は
身
体
に
キ
ズ
が

p
h

、、
。

4
ん
'
l
v
A
U

手
や
指
の
化
膿
菌
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
単
純
な
夏
風
邪
と
思
っ
て

い
た
間
桃
腺
に
食
中
毒
を
お
こ
す

菌
が
つ
い

て
い
て
、
咳
に
よ

っ
て

食
品
に
飛
び
散
り
食
中
毒
を
お
こ

し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

ω身
体
や
衣
類
が
よ
ご
れ
て
い
な

'
L
W
A
U
 

不
必
要
な
装
身
具
等
を
つ
け
て
い

な
い
か
。
爪
や
頭
髪
に
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う。

つ
ぎ
に

「
食
品
」
に
つ

い
て

ω食
品
は
新
鮮
か
、
材
料
は
よ
く

吟
味
し
て
買
入
れ
た
か
。

ω調
理
の
方
法
は
こ
れ
で
よ
い
か

調
理
し
て
か
ら
食
べ
る
ま
で
の
保

存
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か

昨
年
の
例
で
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
を

一
晩
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
き
翌
朝

子
供
が
食
べ
て
中
毒
を
お
こ
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ

ロ
ッ
ケ
や
ハ
ン
バ

ー
グ

等
の
中
心
部
が
十
分
煮
え
て
い
な

か
っ
た
例
も
あ
り
ま
す。

な
ま
も
の

生
物
も
夏
季
は
な
る
べ
く
避
け
る

市

語読

章
)

民

ょ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
「
場
所
」
「
器
具
類
」

に
つ
い
て

ω「
は
え
」
「
ご
き
ぶ
り
」
「
ね
ず
み
」

等
が
い
な
い
か
。

も
し、

い
た
な
ら
ば
完
全
に
駆
除

ーレ
古
品・し
ょ・つ

凶
「
ま
な
い
た
」
『
ふ
き
ん
」
等
は
き

れ
い
か
。

さ
さ
く
れ
立
っ
た
「ま
な
い
た
」は

細
菌
の
絶
好
の
繁
殖
場
所
で
す
。

し
ま
う
時
、
使
う
時
に
流
水
で
時

聞
を
か
け
て
洗

っ
て
下
さ
い
。

ω豊
富
に
水
道
水
が
で
る
か
。

ω調
理
場
は
き
ち
ん
と
整
理
整
と

ん
さ
れ
、
仕
事
が
や
り
易
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

同
冷
蔵
庫
等
の
使
用
は
適
正
に
な

さ
れ
て
い
る
か
。

制
手
の
洗
じ
よ
う
消
毒
は
必
ず
守

っ
て
い
る
か
。

以
上
の
乙
と
を
チ
ェ

ッ
ク
し
な
が

ら
食
中
毒
を
な
く
し
健
康
で
楽
し

い
生
活
を
送

っ
て
下
さ
い
。



(4) 

『
航
空
日
』
の
記
念
行
事

りむ

9
月
お
日
(
日
)

おお

全

9b 
二L

の

日

市政だより

招

待

飛

行

や

、ソ

チ

ス

ケ

昭和48年 9月1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

撮
影
大
会
な
ど

航
空
思
想
の
普
及
を
は
か
る
た

め
の
記
念
日
と
し
て
毎
年
九
月
二

十
日
を

『
航
空
白
』

と
定
め
各
地

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
が

聞
か
れ
て
お
り
ま
す
。

わ
が
国
初
の
海
上
空
港
と
し
て

注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
『
新
大

村
空
港
』
も
、
い

よ
い
よ
来
秋
開

港
の
予
定
で
、
工
事
も
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き

『
新
大
村
空

港
』
の
開
港
を
ひ
ろ
く
み
な
さ
ん

に
知

っ
て
い
た
だ
き
将
来
の
発
展

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

『
航
空

日
』
を
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
長
崎
県

・
大
村
市

・
大
村
商

工
会
議
所

・
大
村
市
観
光
協
会
が

主
催
し
て
、

次
の
と
お
り
盛
大
な

『
空
港
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

特
に
全
日
空
の
招
待
飛
行
に
は

当
日
の
入
場
者

(午
前
中
)
か
ら

抽
せ
ん
で
百
二
十
人
の
方
を
約
三

十
分
間
、
県
内
上
空
を
遊
覧
飛
行

に
招
待
し
ま
す
。

と
き

九
月
二
十
三
日
(
日
)

⑨
撮
影
大
会

牛
前
十
時
1
午
後
四
時

当
日
の
ス
ナ
ッ
プ
・
モ
デ
ル

拘
全
日
空
招
待
飛
行

午
後
二
時
1
三
時
三
十
分

④
航
空
機
の
展
示

午
前
十
時

t
午
後
四
時

①
出
庖

①
音
楽
演
奏

午
前
十
時
l
十
時
十
分

①
式
典

午
前
十
時
十
分
1
十
時
三
十
分

機
長
、
ス
チ

ュ
ワ
ー
デ
ス
に

花
束
贈
呈
な
ど

⑥
祝
賀
飛
行

午
前
十
時
三
十
五
分
1

十
時
四
十
五
分

⑥
人
命
救
助
等
特
技
飛
行

午
前
十
時
五
十
五
分

i

十

一
時
十
分

④
音
楽
演
奏

午
前
十
時
三
十
分
l

十

一
時
三
十
分
随
時

④
祝
賀
編
隊
飛
行

関門門';;~;; }t" ";:::Z)\~/c/ .'.. ~ ~ 

j懇塞癒懇野鶏関関空警!
?溶 ぷ蓮華 ど!

i覇睦こニぷ 竺 ?? 

j暑さに負けず?

;水火災に備えて 1
~，-消防団員~

L夏季特別訓練...J

?団午午 員昨 は 訓
5員後前三年部 練 日 市 5
iはか中 十九 長を の 消 2
訓らは三月 以実 二 防 3

:練 幹 、名 以上施日団 6
2礼部 関 が降 のし聞は :
2式は係参に幹ま 、八 k
i 、指法 加入 部し夏月 ?
jポ揮令し団六た季二 }
3ン 要等てし十。特 十 ?
〈プ領の 、た四訓別 〉

i操 、講初新 名練教 二;
j法新 義日団 と に養十 1

し 団正的水い進 の 3
1 た 長な な火 、等基 ;

。の規知 の 職 部 本 5
3 観律識災責隊司
j 聞を と 害 の訓練 t

を身技 I乙重練
受 lζ 能備 大を二 S

i けつをえさ炎臼 r
てけ 習 る を 天 目 4

4 終 、得ベ認のは :
了最 し く 識下 分 i

; し後 、基 しに 列 3
j まに厳礎て行行 j

と
こ
ろ

午
前
十
時
1
午
後
四
時

大
村
空
港
ビ
ル
周
辺

午
前
十
時
四
十
分
l

-
午
後

一
時

④
全
日
空
招
待
飛
行
抽
せ
ん
会

午
後

一
時
i
一
時
二
十
分

午
前
中
の
入
場
者
か
ら
抽
せ
ん

で
百
二
十
人
を
招
待
し
ま
す
。

①
演
芸
会

午
後
一
時
二
十
分
j

三
時
三
十
分

音
楽
演
奏

・
歌
謡
劇

歌
謡
シ
ョ

l

※
当
日
は
自
家
用
車
が
た
く
さ
ん

来
ま
す
の
で
駐
車
場
は
、
竹
松

部
隊
の
ダ
ラ
ン
ド
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

『航
空
日
』
と
は

一
九
四

O
年

(
昭
和
十
五
年
)

航
空
思
想
の
普
及
を
は
か
る
た
め

に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
年

が
徳
川
好
敏
大
尉
が
東
京
代
々
木

に
お
い
て
日
本
最
初
の
飛
行

(
一

九
一

O
年
)
に
成
功
し
て
か
ら
三

十
周
年
に
あ
た
り
、
九
月
二
十
日

を『
航
空
日
』
と
定
め
た
も
の
で
す

『
航
空
日
』
に
は
空
港
で
の
デ

モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン

、
航
空
展

覧
会
、
航
空
講
演
会
、
航
空
殉
職

者
の
慰
霊
祭
な
ど
の
行
事
が
行
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
中
止
さ

れ
、

一
九
五
三
年

(昭
和
二
十
八

年
)
か
ら
復
活
し、

今
日
に
及
ん

で
お
り
ま
す
。

~ 

老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

ー
催
し
も
の

l

①
学
童
ス
ケ
ッ
チ
大
会

午
前
十
時

l
午
後
三
時

幼

・
小

・
中
学
校
の
児
童
生

徒
に
よ
る
ス
ケ

ッ
チ
大
会

一

テ

レ

ビ

に

一

一
雑
音
が
入
っ
た
り
一

一
画
面
が
ゆ
出
川
ゆ
一

一

守

る

と

津
川
一

一

楽
し
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
一

一き
に
、
雑
音
が
入
っ

た
り
、
画
面
一

一が
ゆ
れ
る
こ
と
ほ
ど
不
愉
快
な
こ一

τは
あ
り
ま
せ
ん。

一

一

ツ

マ
ミ
を
調
整
し
て
も
な
お
ら一

一な
い
と
き
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
一

一原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一

一川
自
動
車
や
列
車
、
飛
行
機
な
ど一

一

で
電
波
が
み
だ
さ
れ
る
場
合

一

一凶
テ
レ
ビ
と
ア
ン
テ
ナ
を
結
ん
で
一

一

い
る
フ

ィ
ー
ダ
l
線
が
は
ず
れ
ん

一

か
が

っ
て
い
る
場
合

一

一
ω真
空
管
の
故
障

-

一的
隣
近
所
で
小
型
モ

ー
タ
ー

(直
一

一

流
)
を
使
用
し
て
い
る
場
合

一

一

(
理
髪
、
美
容
院
、
歯
科
医
)
一

一同
け
い
光
灯
の
故
障

一

一制
高
周
波
ミ

ν
ン
か
治
療
器
を
近
一

一

所
で
使
用
し
て
い
る
場
合

一

一※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
も
よ
り
の
一

一

電
気
庖
か
電
波
障
害
防
止
協
会
一

一

(
事
務
局

N
H
K
)に
ご
相
談
下
一

一
さ
い
。

一

市

章
)

民

意長
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注
射
と
検
診

国
種
痘
の
予
防
接
種

該
当
者

ω第
一
期
の
も
の
生
後
六
ヵ
月

か
ら
二
十
四
ヵ
月
の
も
の

ω第
二
期
の
も
の
小
学
校
入
学

前
六
方
月
以
内
の
も
の

ω第
三
期
の
も
の
小
学
校
卒
業

前
六
ヵ
月
以
内
の
も
の
。

な
お
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
児

童
園
児
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
で

別
に
実
施
し
ま
す
。

接
種
で
き
な
い
も
の

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
医
師

に
ご
相
談
下
さ
い。

りむおお市政だより(5) 

ω著
し
い
栄
養
障
害
者

ωま
ん
延
性
の
ひ
ふ
病
患
者

ω小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
後

一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も

の
凶
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
一

ヵ

月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
。

料
金

無
料

検

診

日

種

痘
接
種
後

一
週
間
目

当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

圏
三
歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
四
十
五
年
三
月
生
ま

れ
の
人
、
及
び
昭
和
四
十
四
年

八
月

i
昭
和
四
十
五
年
二
月
生

ま
れ
の
人
で
健
診
を
受
け
て
い

(水〉

げ

み

楽

し

い

家

庭

を

き

ず

き

ま

し

ょ-つ。

な
い
人

日
時

九
月
二
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分

l
十
一
時

午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
、
必
ず
持
参

し
て
下
さ
い
。

※
料
金
は
無
料
で
す
。

圃
妊
婦
及
び
乳
幼
児

健
康
相
談

月日 i場所|時間

9/ 6 I 竹松本町公民主'. ! 1:nO-15:00; 

9/ 7 I 萱瀬出張所 q: ~0-11:0a

9/11 I鈴田出張所 i9:30-11:001 
9/12 I三浦診療所 9:30-11:Od

9/18 I福重出張所 I 9:30-11:00 

9/19 I松原出張所 I 9:30~11:001 

※ 9月 6日は乳幼児検診のみ

募

集

種痘予防接種目程表

|会場名門|盟

市役所一ih
瀬出張 所 I (X) (X) I 

諏訪 公 民館

三浦 診 療所 I (水〉

竺田 出 張所 1_1一一一

竹松本町公民館山月27日110月4日i

福重 出 張所 i ( 木 木)1 

1tコi寸川
老
人
福
祉
法

十
周
年
記
念

圃
「
老
人
の
手
記
」
を

募

集

テ
ー
マ

老
後
の
生
き
が
い

内
容
山
私
の
生
き
が
い

ω弘
の
老
後
の
設
計

上
記
加
凶
の
い
ず
れ
で
も
よ
い

応
募
資
格

県
内
に
住
所
を
有
す

る
六
十
五
歳
以
上
の
者

原
稿
枚
数

回
同
字
詰
原
稿
用
紙

三
枚
以
内

原

稿

締

切

九
月
二
十
日

原
稿
提
出
先

長
崎
市
江
戸
町
二
l
一
三

長
崎
県
生
活
福
祉
部
社
会
課

電
話

@
i
一一

一
一
内
四
五
七

※
応
募
者
に
は
文
集
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

高自

資

国
雇
用
促
進
融
資
の

貸
付
利
率
改
定

中
小
企
業
に
対
す
る
貸
付
利
率

が
八
月
一
日
か
ら
六
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

講

習

会

園
初
歩
の
写
真
教
室

受
講
者
募
集

日
時
九
月
二
十
五
日
(火

)
t十

月
二
十
六
日
(
金
)
ま
で
計
十
回

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
七
時

t
九
時

場
所

中
央
公
民
館

対
象

成
人

一
般

・
初
心
者
の
み

全
期
間
出
席
で
き
る
方

定

員

三

十

名

受
講
料

無
料

・
但
し
教
材
実
費

講
師

中
島
泰
二
(
市
広
報
係
長
)

申
込
方
法
九
月
十
四
ま
で
に
ハ

ガ
キ
か
電
話
で
中
央
公
民
館

(久
原
郷

一
の
一
、

電
話
②
l

四
三
二
一

)へ

催
し
も
の

圃
ρ

生
き
が
い
を考

え
る
'

長
崎
県
公
民
館
大
会

来
る
九
月
八
日
(
土
)
九
日
(
日
〉

の
二
日
間
、
大
村
市
民
会
館
を
主

会
場
に
第
二
十
三
団
長
崎
県
公
民

館
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
会
育
成
会
関
係
者
を
は

じ
め
青
年
、
婦
人
、
老
人
ク
ラ
ブ

グ
ル
ー
プ
、
家
庭
教
育
学
級
、
町

内
公
民
館
関
係
者
等
、

相

寄

り

か
生
き
が
い
と
公
民
館
ρ

を
中
心

に
話
し
合
お
う
と
い
う
も
の
で
す

誰
で
も
気
や
す
く
参
加
で
き
る

大
会
を
目
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

(市

憲1

車

早

)

民

市
民
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

ス

ポ
ー
、y

-
市
民
弓
道
教
室

対

象

十

八
歳
以
上
の
男
女

日
時
九
月
十
四
日

l
十
一
月
三

十
日

毎
週
火

・
金
曜
日

午
後
七
時

l
九
時

場

所

市

営
弓
道
場

申
込
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・
職

業

(詳
し
く
)
を
ハ
ガ
キ
か
電

話

(
③
l
四
一
一
一

)
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
先

市
役
所
弓
道
部
小
寺

又
は
和
田
ま
で

※
服
装
は
平
常
着
で
よ
い
。

道
具
は
協
会
で
準
備
す
る
。

-
大
村
月
例
車
球
大
会

日
時
九
月
十
六
百
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
開
始

会
場
大
村
市
民
体
育
館

競
技
種
目
一

般
男
女
、
高
校
男

女
、
中
学
男
女
、
セ
ミ
シ
ニ
ア

l
(満
三
十
歳
以
上
)
、
シ
ニ

ア
l

(
四
十
歳
以
上
)

使
用
球
ニ
ッ
タ
ク

申
込
締
切
九
月
十
日
(
月
)



(6) 

申
込
先

東
三
城
町
十
二
番
地

親
和
金
融
合
資
会
社
俵
淳

一
郎

電
②
四
二
七
二、

本
町
大
村
ス

ポ
ー
ツ
社

電
②
四
一
七
八

主
催

大
村
市
卓
球
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

日
本
卓
球
株
式
会
社

りむおお

市
内
高
校
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会

市政だより

市
内
在
住
の
高
校
生
バ
ド
ミ

ン

ト
ン
選
手
権
大
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
下

炉、‘-
、
.n

I

一、，
《、.!lv

九
月
九
日
午
前
九
時

市
民
体
育
館

男

子

シ

ン

グ
ル
ス
・

ダ

。フ
ル
ス

女
子

シ

ン

グ
ル

ス
・
ダ

.フ

ル
ス

競
技
方
法

男
女
と
も
ト

l
ナ
メ

ン
ト
方
式

参
加
料
一

人
一

種
目

二
百
円

申
込
方
法

住
所

・
氏
名

・
在
学

校
名
を
書
い
て
、
参
加
料

を
添
え
て
左
記

へ
申
し
込

む
こ
と

種場日
目所時

申
込
場
所

市
役
所

谷
山

修

宛
か
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社
へ

申
込
期
日

九
月
七
日
ま
で

の

他

そ
園
長
崎
県
小
形
棒
鋼

斡
旋
相
談
所
設
置

目
的

小
形
棒
鋼
小
口
需
要
者
に

対
す
る
円
滑
な
供
給
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

相
談
所

県
庁
経
済
労
働
部
中
小
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い

人以
社
会
福
祉

ム
武
部
郷
の
黒
川
あ
が
た
さ
ん
は

みH
開
立
大
村
病
院
ガ
ン
診
療

、

山

一

事

業

費

へ

亡
夫
義
則
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

セ
ン
タ
ー
へ

…

山

一

ム
桜
馬
場
の

金

一
封
を

ム

小
路
口
郷
の
井
上
恭
子
さ
ん
は

叩

一

た

中
島
茂
敏

ム
市
営
久
原
団
地
の
神
崎
純
子
さ

亡
夫
研

一
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

小
• 

川

れ

さ
ん
は
、

ん
は
、
亡
夫
文
作
さ
ん
の
忌
明

金
一
封
を

小

一

い

亡
妻
キ

ク

に

当
り
金

一
封
を

会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
市
内
老

γ

M

ざ

ノ
さ
ん
の
ム
乾
馬
場
郷
の
高
月
進
さ
ん
は
、

人

の

た

め

に

一

ご

忌
明
に
当

亡

父
亮
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金
ム
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

一

一

ゴ

り
金

一
封

一
封
を

会
(会
長
馬
場
政
吉
さ
ん
)
は
、

一
、

一

札

を

大
清
和
園
へ

物
品

(
掃
除
機
一
台
、
ガ
ス
ス
…

N

り

ム

一
の
郷
の

ム

上

小

路
U
の
藤
宮
宗
成
さ
ん
は

ト

l
ブ
二
台
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

げ

い

怖

岩
永
サ
ト

亡

妻
ヒ
デ
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

二
台
、
毛
布
十
枚
、
た
ん
ぜ
ん

…

f

さ
ん
は
、

金
一
封
を

十
六
枚
、
湯
た
ん
ぽ
二
十
五
個

山

川

寄

竹

山

ご

亡
夫

吉

郎

女

子
供
の
家
へ

)
を

吋

一

さ

ん

の

忌

ム

諌
早
市
上
野
町
ア
パ
ー
ト
三
号

ム
他
に
交
通
遺
児
の
た
め
に
匿
名

町

一

一

明
に
当
り

の

川

口
拓
弥
さ
ん
は、

拾

得

金

で

金

一

封

の
ご
寄
付
が
ゐ
り
ま

や

引

金
一

封
を

の

謝
礼
金
を

し
た。

ーー
公

害

や

交

通

事

故

を

起

L-

さ

ぬ
よ
う 伺 同 H 詠 お . ※ 受斡

3合主 主雲号禁思重量 護R考会者 題詠歌 F L S付 Et霊童
職 が面 、は て よはの 歌 の で あ ほの 朝 進会本口 し 句 午す 、量 課
業 なに 右 、下い 、歌 は 詠 もけか中 歌 始四 く 各前 るー

つ住半半 さ)半 lζ ー 進 よ、、 l乙 ， は 宗十 。対 一
書 き所 酉紙 いと 紙 限 人 要 い し あ 、 φ の T 市 E時 象 口
い) 、にを し(り ー領 。 の し 朝 詠お九 商 iEl 工二
て、 氏 お二 、習ま 首 のたの 進 題 年 エ ザ 午 事 十
下生名題 つ 毛 零す と め 、 4 観 JL前 lζ ト
さ年(と 折筆 用 し な 朝 を 要及 光 十
い月本 歌 り での 、 ど 明読 領 υ 課 二 き以
。 日名 、l乙 白 半 未 と 、 み へ 時 一内

は一 代
、帯 表 多
古の的 良
く 風 な 岳
か地景 県
らの勝 立

シ地 公
信 ンで 園
仰 ボあの
上 Jレ るな
の 、野か
霊郡 岳 で
山 岳湖 も

続権池 さ ぎ 三 権 ちる あ の 坊 をう 岳尊 っ た 筑 ~O と よ と
い 現 田れの孟 現多 』た大 岩 坊 時 大 像 け 際 紫L八 呼れ 郷 さ
たとの て 難 E と 良 と り 岩 と 屋代権 を 、、 方 lんば村 れ
。号里 いを 品称岳 あ 、がい 敷 の 現祭弥郡 面七で『記 て

し にたの思 し にる 郡 あ っ となと つ 陀岳 か ー い大 のい
て 再もが こ5た移。往 りて いら呼た 、の ら 五 た 昔 記た
、興のれ の がさこ 還 、高 う わ び 。釈 中 巡年 。、 述 。

明 しを てキ、 れのよ山さ。し 、 こ 迦腹回 ) 和 郡 す
治 、、、 リ天 、三 りの ニ・西 れ 、に し 行 銅 岳る
初 多万 嬉 シ t 太 尊 よ 八 十・のそ 神 を 観霊 て 基 年をと
期羅 治 野タ壬 良はく合間・方の仏 、音場 乙 菩 間太乙
ま山 年 にン 一 山 、見 目 余 lζ 場混太 のをら 薩 (郎ろ
で大 中 移騒 年 大 のえにりは所こ 郎 三 見 れが七岳に

(職
業
の
書
き
方
)

同
職
業
は
、
具
体
的
に
詳
し
く
書

き
ま
す

と
め
ま
し

つ

大
村
の
社
寺

郡
岳
坊
屋
敷
跡

ω

的
無
職
の
場
合
は
、
必
ず
元
の
職

業
又
は
世
帯
主
の
職
業
若
し
く

は
世
帯
主
の
元
の
職
業
及
び
世

帯
主
と
の
続
柄
を
書
き
ま
す

同
主
婦
で
無
職
の
場
合
は
、
夫
の

職
業
を
書
き
ま
す
。

詠
進
の
期
間
九
月

一
日

t
十
月

ょ甲つ
。

十

一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

あ
て
先

「
聞
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田

一
番

一
号
宮
内
庁
」
と

'

し、

封
筒
に
「
詠
進
故
」と
書
き

添
え
て
下
さ
い。

※
詳
し
く
は
市
総
務
課
広
報
統
計

係
へ

市

民

章
)

憲
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